
２０２２／０８／３１ （水）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

自転車に注意 飛び出しに注意

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない、前を見る

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

《一時停止線の手前で、動きながらの確認は、厳禁》
一時停止は、「停止線」で、「まず止まる」

「確認はその後」 ２段停止
～駐車場、モータープールから出る時も同じです～

※ 「見落とし」を、無くせば･･･「事故は無くなる」

※ 「だろう運転」から「かもしれない運転」を心掛けましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

高校生の自転車が
歩道から車道に倒れてきた？
大型トラックにはねられ、意識不明の重体
◇自転車が、後ろを見ないで車道側に出てくることもあります◇
◇歩道、車道わきを走行している自転車には、注意しましょう◇

◇自転車への配慮 （自転車の横を通る場合は、もう少し距離を空けましょう）◇
２０２２／８／２４（水） １６：１２

２４日午前９時半ごろ、福岡県の国道交差点で、自転車に乗っていた高校２年生の男子生徒が大型トラックには
ねられ、頭を強く打って病院に搬送されましたが、意識不明の重体です。トラックを運転していた５０代の男性に
ケガはありませんでした。トラックの男性は警察に対し、「自転車に乗った学生が歩道から倒れてきてひいてし
まった」と話しているというこです。警察は、自転車が縁石に引っかかり転倒した弾みで男性が車道に倒れたと
みて、事故の原因を調べています。

「ぼーっとしていて、信号を見ていなかった」
赤信号を無視した軽乗用車はねられた

手押し車の1～2歳の園児7人
うち2人が、骨折や臓器損傷で経過入院中
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

死亡事故の内
考え事や脇見などで前方をよく見ていなかった

「ぼんやり運転」が、約6割に達する
２０２２／８／２４（水） ７：１７

沖縄県の交差点で、横断歩道を渡っていた１～２歳の保育園児７人が乗った手押し車に赤信号を無視した軽乗用
車が衝突した事故で、このうち少なくとも２人が骨折や臓器損傷の重傷を負って入院していることが２３日までに
捜査関係者への取材で分かった。過失運転致傷の疑いで逮捕・送検された会社員の女性容疑者（２１）は逮捕時の
調べに「ぼーっとしていて、信号を見ていなかった」と話していた。車に搭載されたドライブレコーダーの映像
には同容疑者が脇見をせず、前方を見て運転する様子が録画されていたという。事故の直前に車の不安定な走行
は確認できなかった。警察は同容疑者の前方不注意が事故原因とみて調べている。


